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ポートを設定するとき、NVRで指定したポートとカメラで使
用されるポートが異なる場合、検索されないことがありま
す。このような場合、カメラのIPアドレスを変更しないと、デ
バイスを登録することができません。

•	 番号：検索されたカメラの番号を選択した後、カメラを
追加をクリックすると、カメラを登録することができます。

•	 MACアドレス：検索されたカメラのMACアドレスが
表示されます。

•	 アドレス：検索されたカメラのIPアドレスが表示されま
す。

•	 型番：検索されたカメラの型番が表示されます。
•	 プロトコル：検索されたカメラのプロトコルが表示されま

す。
•	 名前：検索されたカメラの名前が表示されます。
•	 状態：NVRに登録されているカメラは登録に、登録され

ていないカメラは未登録に表示されます。

ログイン

パスワードが設定されているか、または他社製のカメラの場
合、装置を登録するためには、登録権限のあるユーザーで
ログインしなければなりません。

1	 ログインしたいデバイスをリストから選択した後、カメラ
を追加を選択するとログインウィンドウが表示されます。

2	 ユーザーを選択した後、パスワードを入力し、決定ボ
タンを押してください。

•	全て適用を選択すると、デバイススキャンリストに表示
されるすべてのデバイスに同じ認証情報を適用します。

•	リストから複数のデバイスを選択し、カメラを追加を選
択すると、そのデバイスに対する認証ウィンドウが順番
に表示されます。次を選択すると、選択したデバイスの
認証をキャンセルし、次のデバイスの認証ウィンドウを
表示します。

カメラのパスワード設定

カメラのパスワード変更及び検索機能に対応するJSSプ
ロトコルカメラの場合、最初にカメラを登録するときにカメ

ラのパスワードを設定する必要があります。電子メールの
情報は、今後カメラパスワード変更や検索のために使用さ
れます。

1	 ログインしたいデバイスをリストから選択した後、カメラ
を追加を選択するとパスワードの設定ウィンドウが表示
されます。

パスワード設定及び変更機能に対応するカメラのうち、パ
スワードを設定していないカメラのみ当該画面が表示され
ます。

2	 パスワード,電子メール情報を入力し、決定ボタンを押
してください。

•	電子メールのアドレスを認証していないと、当
該情報を正しく入力しなかったり、または任意
の情報が入力されている場合は、パスワードを
探せない場合があります。

•	認証のためにはUCN設定が必要です。 
•	全て適用を選択すると、装置のスキャンリスト

に表示されるすべてのデバイスのうち、パスワ
ードを設定する必要があるカメラに同じパスワ
ード、電子メールの情報を適用します。

•	リストから複数のデバイスを選択し、カメラ
を追加を選択すると、そのデバイスに対する認
証ウィンドウが順番に表示されます。次を選択
すると、選択したデバイスの認証をキャンセル
し、次のデバイスの認証ウィンドウを表示しま
す。 
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一般
カメラを使用するか否かを選択したり、タイトルを編集したり
することができます。

• タイトル：カメラのタイトルを編集することができます。
• 使用：普通、隠し1、隠し2に設定することができます。

隠し1または隠し2で設定する場合、隠しカメラを見る権
限のないユーザーは、そのカメラの映像を監視・再生でき
ません。隠し1の場合は映像は表示されないが、様々な
OSDは表示されます。隠し2の場合はカメラが未接続な
ように映像だけではなくOSDも表示されません。

高機能設定
カメラのセキュリティレベルを設定したり、カメラの全般的な
設定を行ったりすることができます。

• ビデオ：カメラの映像センサー設定、ホワイトバ
ランス、露出などの設定ができます。カメラによ
って設定項目が異なる場合があります。

• プライバシーマスキング：プライバシーマスキン
グの動作有無やエリア設定が可能です。

• SSL：カメラのセキュリティレベルを使用しな
い、標準、良い、とても良いのいずれ一つに変更
することができます。標準、良い、とても良いに
設定された場合、SSL(Secure Sockets Layer)認
証を利用したセキュリティ機能が適用されます。

• モード：解像度モードを選択することができま
す。本設定はアナログカメラまたはビデオエンコ
ーダが接続されている場合にのみ対応します。

イメージセンサー設定

• 製品、ファームウェアバージョン：カメラ名、モデル名
およびソフトウェアバージョンを表示します。

• ビデオスタイル：TV色またはPC色を選択することが
できます。

• 逆光補正：逆光補正機能のON/OFFを設定します。逆
光補正を使用する場合、逆光のときでも被写体をより明
るく映します。

• 自動調整：自動を選択すると、システムがカメラの設置
された場所の照明を感知し、適切な値を自動で設定しま
す。手動を選択すると、ユーザーが手動で値を調節する
ことができます。

• シャープネス：映像の鮮明度を設定します。映像の輪
郭を調節し、鮮明度を補正することができます。値が大き
いほど映像が鮮明になリますが、大きすぎる場合には映
像にノイズが発生することがあります。

• ノイズフィルター：ノイズフィルターの強度を設定しま
す。照度が低い場所で映像のノイズを減らすことができ
ます。値が大きいほどノイズが減りますが、大きすぎる場
合には映像が全般的にぼやけることがあります。

• 3DNR（3Dノイズの除去）：3DNRを使用するか否か
を設定します。3DNRを使用する場合、低照度の環境で
も背景のノイズを減らすことができます。3Dノイズフィル
ターを適用すると映像がぼやける現象はなくなりますが、
画面を引きずる現象（残像）が発生することがあります。

• フォーカス再調整：昼夜間が切り替わるとカメラのフォ
ーカスを再調整します。

– オン/オフ：フォーカス再調整をオン/オフします。

– 昼夜モードへ変更：カメラが昼間または夜間と映像
が切り替わる場合、カメラのフォーカスを再調整しま
す。
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	– IRへ変更：カメラがIRを感知してIR環境の場
合、フォーカスを再調整します。

•	 ホワイトLEDモード：PIRセンサにより動きを検出した
とき、自動/On/OffにてホワイトLEDを点灯するか否かを
設定します。

•	 回転：回転機能を使用するか否かを設定した後、方向
を選択します。回転機能を使用する場合、映像を時計回
り、あるいは反時計回りに90度回転させます。ただし、垂
直解像度が320より小さい場合、本機能には対応しませ
ん。本機能を使用すると、廊下や通路など細長い空間を
監視するとき、より効果的に監視することができます。

•	 曇り除去：本機能を使用するかどうかを設定します。本
機能を使用すると霧のかかった映像を補正して表示して
くれます。

•	 IR Strength：IR LEDの明るさを調節します。項目を
選択すればIR LEDセンサが照度を感知し、明るさを自動
的に調節します。項目を選択しなければ明るさを手動で
0～100%まで設定することができ、値が大きいほど明る
くなります。

•	 スマートIR：被写体が近づいてきた時に、赤外線の
光量を調節して白とびを抑え、より鮮明にします。
本機能をサポートしていないカメラの場合は、その
機能は表示されません。

•	 高級なAEモード：普通または番号識別の中から設定
モードを設定します。番号識別モードでは照度が低い場
所で逆光によって映像の特定の部分が明るすぎてそれ
以外の部分が暗すぎる場合、その特定の部分の逆光を
遮断しそれ以外の部分の映像をより明るくて鮮明に見る
ことができます。例えば、暗い駐車場の入口や夜間のガ
ソリンスタンドの入口で車のヘッドライトに強く照らされた
とき、ヘッドライトの光だけを遮断して車のナンバープレー
トを識別することができます。番号識別モードを選択する
と映像センサの一部の設定値が番号識別モードで適切
な値が自動的に適用され、ユーザーが任意で変更するこ
とはできません。

•	 ミラーリング：水平または垂直項目を選択し、映像を左
右または上下に反転させます。

カメラ設定を行ったあと適用を選択すると、左画面で設定
が適用されたカメラの映像を確認することができます。適
用または決定を選択すると、ダイアログボックスで設定が
成功しているか確認することができます。

ホワイトバランスの設定

•	 プリセット：予め設定しておいたホワイトバランス値を
環境に合わせて選択します。
	- 自動：ホワイトバランスを自動調節します。システムが
カメラの設置された場所の照明を感知し、適切なホワ
イトバランスに自動設定します。

	- 白熱灯～蛍光灯（ダーク）：カメラが設置された場所
の照明を選択すると、環境に合ったホワイトバランスが
設定されます。

•	 手動設定：ホワイトバランスを手動で調節できま
す。RedおよびBlue利得が調節でき、値が大きいほどそ
の色が強調されます。

カメラ設定を行ったあと適用を選択すると、左画面で設定
が適用されたカメラの映像を確認することができます。適
用または決定を選択すると、ダイアログボックスで設定が
成功しているか確認することができます。

露出設定

•	 ターゲット利得：露出補正のためのターゲット利得を
設定します。選択したターゲット利得を基準として自動的
に露出が補正されます。値が大きいほど全般的に映像
が明るくなります。
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•	 ローカル露出：逆光などにより生じる人物や被写体の
黒つぶれをデジタル処理して明瞭にします。映像に暗過
ぎる部分と明る過ぎる部分が同時にある場合、明るい領
域を保ちながら暗い領域の明るさを上げ、全体の明暗コ
ントラストを平均的にする機能です。

•	 アンチフリッカー：カメラが設置された場所の照明
が蛍光灯のように交流電源(AC)を使用する場合、照
明の周波数と同じ周波数を設定します。周波数の差に
よる画面のちらつき現象を減らすことができます(東日
本：50Hz、西日本：60Hz)。

•	 スローシャッター：スローシャッターモードのスピ
ードを設定します。スピードを選択すると、照度が
低い場合は電子シャッターのスピードがそのスピー
ドに落ちて、照度が低い時でも明るい映像が得られ
ますが、動きのある被写体はブレ易くなります。カ
メラモデルによって動作が異なることがあります。
詳細な動作方法は、カメラの取扱説明書をお読み
ください。

•	 フォーカスモード：フォーカス移動を自動／手動／半
自動に変更することができます。この機能はモデルによ
って対応しない場合があります。

•	 WDR：WDR（Wide Dynamic Range、広域補正）を
使用するか否かを設定します。WDRを使用する場合、映
像に暗すぎるところや明るすぎるところが同時に存在す
る場合、両エリアとも確認することができます。

•	 IRIS：レンズのアイリスタイプを選択します。
	- DC-IRIS

	• オフ：手動絞りレンズが装着されている場合、選択
します。

	• DC IRIS（自動）：DCタイプ自動アイリスレンズが
装着されている場合、選択します。

	- P-IRIS

	• P-IRIS（自動）：システムが、カメラが設置された場
所の照度を感知して絞りの開放の程度を自動で設
定します。

	• P-IRIS（固定）：スライドバーを使ってユーザーが絞
りの開放の程度を指定します。カメラが設置された場
所の照度に適切な値を設定します。

•	 Irisコントロールレベル ： レンズ絞りの快方度合いを
設定します。レベルが大きいほど明るく見え、レベルが小
さいほど暗く見えます。

•	 露光制御 ： 露光制御を設定します。アンチフリッカー
およびスローシャッターがすべてオフに設定されてい
る場合のみに対応します。

	- 自動：システムがカメラの設置されている場所の照度
を感知し、適切な速度を自動的に設定します。

	- 手動：スライドバーを利用してユーザーがスピードを指
定します。カメラが設置されている場所の照度に適切
な最低速度および最高速度を設定します。（1/30秒
～1/8000秒）

カメラ設定を行ったあと適用を選択すると、左画面で設定
が適用されたカメラの映像を確認することができます。適
用または決定を選択すると、ダイアログボックスで設定が
成功しているか確認することができます。

Day & Night

•	 白黒モード：白黒モードでは映像を白黒にして、
照度の低い場所でも映像をきれいに映すことがで
きます。
	- オン/オフ：白黒モードをオン/オフします。

	- 自動：カメラの設置環境によって、システムが自動的
に白黒モードを設定または解除します。

	- スケジュール：白黒モードのスケジュールを設定しま
す。昼間に設定された日付や時間の間に白黒モード
が解除され、それ以外には白黒モードが設定されます。

スケジュール機能に対応していないカメラの
場合、その機能は表示されません。

•	 IRモード：IRモードを使用する場合、カメラが赤
外線を制御します。照度が高い場所では赤外線を
遮断し、照度が低い場所では赤外線遮断を解除し
てどのような照度環境でも映像を鮮明に録画する
ことができます。
	- デイモード/ナイトモード：昼間または夜間モードに
設定します。

	- 自動：カメラの設置環境によって、システムが自動的
にIRモードを使用するか否かを設定します。

	- スケジュール：IRモード使用スケジュールを設定しま
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す。デイモードに設定された日付・時刻にはIRモードが
解除され、それ以外ではIRモードが作動します。 

スケジュール機能に対応していないカメラの
場合、その機能は表示されません。

•	 モード切替：昼間/夜間モードの切り替え方式を設
定します。一般モードでは照度センサに照射され
る光量を通して昼間、または夜間モードに切り替
えます。高級モードでは、照度センサに照射され
る光量とカメラ映像を分析して、昼間、または夜
間モードに切り替えます。

•	 感度調整：感度レベルによって、デイモードまた
はナイトモードの変更時点が調節されます。レベ
ル値が高ければ高い照度で、低ければ低い照度で
デイモード/ナイトモードが切り替わります。

その他

•	 イメージブレ保証：イメージブレ保証モードを設定しま
す。風などの外部的な要因によってカメラに振動が発生
する場合、映像のぶれを緩和してくれます。

•	 Video Out：アナログカメラの映像出力タイプを
NTSCまたはPALに選択することができます。

•	 ヒーターモード：ヒーターを使用するかどうかを設定しま
す。オンの場合、カメラの温度がヒーター作動温度より低
ければヒーターが作動します。オフの場合、温度に関係
なくヒーターは作動しません。

プライバシーマスキング設定

名前を選択すると、設定されたプライバシーマスキングエリア
の名前を変更することができます。設定されたプライバシーマ
スキングエリアは、 アイコンを押して個別に削除するか全
体を削除します。プライバシーマスキング設定を選択する
と、エリア設定画面が表示されます。マウスでドラッグしてプ
ライバシーマスキングエリアの大きさを自由に設定することが
できます。なお、最大16のエリアを追加することができます。

•	 編集：設定されたプライバシーマスキングエリアの名前
を変更します。

•	 削除：設定されたプライバシーマスキングエリアの名前
を削除します。

•	 保存：設定を保存し、エリア設定画面を閉じます。
•	 キャンセル：変更した内容を保存せず、エリア設定画

面を閉じます。

PTZ設定

プリセット、スキャン、パターン、ツアーの各項目で表示され
る数字は、設定された機能の個数です。
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1 プリセット：下のボタンを利用して、プリセットの位置を
設定します。

	- 方向ボタン（ ）：カメラをパ
ンまたはチルトしてカメラの方向を調整します。

	- 拡大（  ）：映像を拡大または縮小します。

	- フォーカス（  ）：近くにまたは遠くにある映像
にカメラのフォーカスを合わせます。

	- 速度：カメラのパンチルトの速度を設定します。

•	 セット：プリセット番号を選択したあと、プリセットの名前
を入力します。現在の位置がそのプリセットの番号およ
び名前として保存されます。

•	 移動：リストからプリセットを選択してボタンをクリックする
と、カメラが選択したプリセットの位置に移動します。

•	 編集：プリセット名を変更します。
•	 削除：プリセットを削除します。

2 スキャン：スキャン機能を設定し、予め指定した2つの
地点をカメラ移動させることができます。スキャン機能を
有効にするためには、プリセットは2つ以上設定されてい
る必要があります。

•	 セット：スキャン機能を設定します。

	- 名前：スキャン名を入力します。

	- スタート/中止：スキャンを開始/終了するプリセット
の位置を選択してください。

	- 出力時間（秒）：カメラがスキャンをスタートして終了
する位置までの時間を設定します。

	- 速度/ディレクション：スキャンの速度および方向を
設定します。

•	 テスト：スキャン番号を選択してボタンをクリックすると、
スキャン機能をテストします。

•	 編集：スキャン設定を変更します。
•	 削除：スキャンを削除します。

3 パターン：パターンの機能を設定すると、予め指定さ
れて経路でカメラを移動させることができます。

•	 設定スタート：パターン番号を選択したあと、パターン
の名前を入力し、決定ボタンを押すとカメラの動きが保存
されます。方向、拡大、フォーカスボタンを利用し、カメラを
動かしたあと、録画停止ボタンをクリックすると保存されま
す。最大2分間の動きを保存することができます。
	- 方向ボタン（  ）：カメラをパ
ンまたはチルトしてカメラの方向を調整します。

	- 拡大（  ）：映像を拡大または縮小します。

	- フォーカス（  ）：近くにまたは遠くにある映像に
カメラのフォーカスを合わせます。

	- 速度：カメラのパンチルトの速度を設定します。

•	 テスト：パターンを選択してボタンをクリックすると、パタ
ーン機能をテストします。

•	 編集：パターン設定を変更します。
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• 削除：パターンを削除します。

4 巡回：ツアー機能を設定し、カメラが複数の機能をす
でに指定しておいた順番に遂行するようにできます。

• セット： ツアー機能を設定します。

- 名前：ツアー名を入力します。

- 番号：実行する機能の順番を表示します。

- 出力時間（秒）：その機能が維持する時間を設定しま
す。

- 速度：プリセット動作の速度を設定します。

• テスト：ツアーを選択してボタンをクリックすると、ツアー
機能をテストします。

• 編集：ツアー設定を変更します。
• 削除：ツアーを削除します。

プリセット、スキャン、パターン、ツアー設定を行ったあと適
用を選択すると、左画面で設定が適用されたカメラの映
像を確認することができます。適用または決定を選択する
と、ダイアログボックスで設定が成功しているかどうか、確
認することができます。

5 PTZリセット：カメラのパンチルト、または拡大設定を
動作以前の状態に戻します。

6 ホーム位置：カメラのホームポジションを設定します。
• 初期値：工場出荷時に設定された初期位置をホー

ム位置に設定します。

• ユーザー定義：ユーザーが変更した位置をホーム
位置に設定します。設定を選択し、ホーム位置を変更
することができます。

7 オートラン：設定された時間の間にカメラが制御され
ないときに実行する機能を設定します。

8 オートパン：カメラのパンの方向を設定します。遠隔プ
ログラムでオートパンを実行するとき、設定された方向に
パン機能が作動します。

9 オートフリップ：カメラが９０度以上チルトするとき、物
体が反対に見えることを防止するため自動的に映像ま
たはカメラを反転させます。
• デジタル：映像を左右または上下に反転させます。

• メカニカル：カメラを自動でパンまたはチルトします。

• オフ：自動反転機能を解除します。

0 チルト－ 範囲：カメラのチルト範囲を設定します。

! リストア：カメラの最後の位置および機能を復帰する
か否かを設定します。復帰機能を使用する場合、カメラ
の再起動時にその直前の位置に移動したり、最後に遂
行していた機能を遂行したりします。

@ 周期的な移動：設定したスケジュール期間の動作周
期ごとにPTZカメラを動作します。

ストリーム I

カメラの監視/録画映像の解像度、画質、フレーム数を設
定することができます。
• カメラチャンネル：カメラごとにストリームを設定する

ことができます。
• ビットレート状態：各ストリームビットレート値中に一

番高い値が現れます。設定ボタンを押して各チャンネル
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の設定割り当てを変更することができます。詳しい内容
は第2章 ー 設置 ー カメラ登録を参照ください。

• ：カメラチャンネルで選択されたカメラのビデオプ
ロファイルの設定値を、他のチャンネルのカメラにコピー
することができます。

• ビデオプロファイル：現在設定されている監視映像
の品質を確認し、遠隔ビデオプロファイルの設定を変更
することができます。

• 録画ビデオプロファイル：4つの録画品質から選択し
て設定することができます。

• ビデオプロファイル : ストリーム1、ストリーム2、
ストリーム、カスタム（録画ビデオプロファイルのみ
で選択可能）の中の1つを選択することができます。
- コーデック：H.264、H.265に対応します。

- 解像度：カメラが対応する解像度の中から一つを変
更できます。解像度は設定されたビデオプロファイルを
考慮して、自動的に最大設定値が制限されます。

- 画質：最高画質、高画質、標準画質、低画質、手動
の中から一つを選択することができます。画質はそれぞ
れ設定することができます。

- VBR/CBR：CBR、VBRの中から一つを選択する
ことができます。CBRに設定されると伝送されるデー
タの量が固定されます。一方、VBRに設定されると伝
送されるデータ量が映像の動きによって可変的に変
動します。

- ips：速度は1〜30まで設定することができます。
最大ipsは設定されたビデオプロファイルを考慮し、自
動で最大設定値が制限されます。

ストリーム II

カメラの自動リカバリプロフィール、インテリジェントコーデッ
ク、VATを設定することができます。
• 自動リカバリプロフィール：自動リカバリで使うビデオ

プロファイルを選択します。 
• インテリジェントコーデック：知能型コーデックを使用

してビットレートを下げます。

• 本機能をサポートしていないカメラの場合は、その機
能は表示されません。

• インテリジェントコーデック設定時、映像分析機能の
開始が最長10秒まで遅くなることがあります。

• VAT設定：VAT項目を選択すると、映像の転送および
録画時にVAT（Video Adaptive Transmission）機能
を使用できます。

• カメラのVAT（Video Adaptive Transmission）機
能が有効になっている場合連動した画像解析装置
が正常に動作しない場合があります。

• 映像解析の精度を高めるためには、連動するカメラ
のVAT機能を使用していないことをお勧めします。

• 本機能をサポートしていないカメラの場合は、その機
能は表示されません。

**モーション連動バンド幅制御（VAT）機能は画面上の動
きが一定期間ないとfps（伝送フレーム数/秒）を下げてネ
ットワークの負荷を減らしストレージ容量を節約する機能で
す。ユーザーは“モーション無視インターバル”を調整してモ
ーション連動バンド幅制御（VAT）機能の周期を変更する
ことができます。モーション連動バンド幅制御（VAT）機能
が作動している間にモーションが感知されると以前のfpsに
すぐ復旧されます。
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• 感度：昼間と夜間のそれぞれに対してモーション感知に
対する感度を設定します。値が大きいほどモーションをよ
り敏感に感知します。

• モーション無視インターバル：モーション無視インタ
ーバルを設定します。モーション無視インターバルの間モ
ーションが感知されない場合、モーション無視インターバ
ル以降モーションが感知されるまで、下記で設定するフレ
ームレートで映像を配信および録画します。

• モード：対応しているカメラでは、カメラの解像度モード
16：9/4：3を選択できます（設定変更するとストリームで
設定可能な解像度が変更・リセットされます）。

メンテナンス
各ネットワークカメラのファームウェアアップグレードを
選択すると、USB検索ウィンドウが表示されます。
USBに接続されているフラッシュメモリまたはHDDからアッ
プグレードパッケージファイルを選択してください。
各々のカメラのアップグレードパッケージファイルを選択して
適用ボタンを押すと、カメラをアップグレードできます。

• アップグレードを失敗すると失敗メッセージが表示され
ます。失敗メッセージは第6章 ー 付録 ー エラーコー
ドの種類を参照ください。

• アップグレードが終了したら、ネットワークカメラは再起
動され自動的に接続されます。
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タイムラプス検索
リアルタイム監視モードで検索モードアイコン を選択し、タイムラプス検索、またはイベントログ検索モードを
選択して実行することができます。

1 マウスを検索メニューや録画テーブルのエリアに移動すると、メニューや録画テーブルが表示されます。

2 カメラ画面上でマウスを右クリックするとコンテキストメニューが表示されます。

3 各項目をマウスで選択して使うことができます。

4 検索メニュー、録画テーブル、コンテキストメニューの詳細は、次の項目で説明しています。

画面中央にコーデック（CODEC）デコーダーメモリが足りない場合「OUT OF CODEC MEMORY」OSDが表示されます。
解決方法は下記の通りです。

1.該当ビデオパネルを選択して単一画面に切り替えします。　2.または、画面のレイアウトをカメラが少ないチャンネルのレイア
ウトに変更し、再生するチャンネルを選択してグループ編集機能でカメラの位置を変更します。　3.または監視モードに変更し
た後、再度検索モードにします。

第4章－検索

↑
録画テーブル

　↑
検索メニュー
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検索メニュー

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1 レイアウト
画面のレイアウトを切り替えます。

2 ディスプレー
	• OSD オン/オフ：OSD機能を有効化、または無効化します。

	• 比率維持： カメラから出力される映像の縦横比を維持するかどうかを選択します。

3 前画面グループ/次画面グループ
現在の画面グループから前画面グループ、または次画面グループに移動します。

4 検索モード
タイムラプス検索/イベントログ検索を変更して検索します。

5 監視モード
リアルタイム監視モードに切り替わります。

6 移動
日付と時間で録画映像を検索することができます。移動する日付/時間を設定して移動を押すと、
検索にヒットした録画映像に移動します。右側の （ブックマーク）ボタンを選択すると、保存され
たブックマークの位置に移動することができます。

7 カメラ
カメラチャンネルを選択し、そのチャンネルを単一画面に切り替えます。

8 拡大
映像を拡大することができます。

9 緊急録画
緊急録画機能を使用できます。（設定で、緊急録画使用を有効にしている場合）

0 データベース
	• 録画：本装置の保存デバイスに録画されたデータを検索することができます。

	• 外部：他装置で使用していたディスクを接続すると、録画されているデータを検索することがで
きます。 
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タイムラプス検索メニュー

1

2
543

1 録画テーブル 2 再生ボタン 3 ブックマーク 4 カレンダー検索

5 バックアップ

1 録画テーブル

現在の画面に表示されるチャンネルの録画情報を表します。

検索ウィンドウ上段に録画された日付/時間情報が表示さ
れます。録画テーブルの灰色の縦の線は現在の再生位置
を表します。マウスで再生位置を自由に移動させることが
できます。

• 録画テーブルで後方に表示されるほど、最新のデータ
です。

• システム時間を過去の時間に変更して録画すると、
同じ時間帯に1つ以上の映像が存在することがありま
す。重なる時間帯は黄色い線で区分された録画テーブ
ルに表示されます。

タイムラプス検索ウィンドウの左下の または を選択
すると検索ウィンドウの大きさが変更され、全体チャンネル
または最小限のチャンネルだけが確認できます。最小の大
きさのタイムラプス検索ウィンドウでは、スクロールを利用し
て表示されていない他のチャンネルの情報まで確認できま
す。

（拡大表示）を選択するとより狭い時間範囲を表示する
ことができ、 （縮小表示）を選択するとより広い時間範
囲を一つの画面で見ることができます。
画面に表示される日付や時間より以前または以後の録画
データが存在する場合、日付/時間情報を表示するウィンド
ウの両側にスクロールバーが表示されます。スクロールバー
をマウスでクリックしてドラッグし、選択した録画データの情
報を確認することができます。
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（リロード）を選択するたびに、最新にアップデートされた
録画情報が確認できます。

録画データの棒グラフの色

青色 タイムラプス録画

紫色 イベント録画

黄色 プリイベント録画

赤色 緊急録画

緑色 
デバイス接続の一時中断による異常
な録画

2 再生ボタン
映像を再生・探索することができます。
•	 ジョグシャトル

再生方法および速度を調節することができます。

ジョグシャトルの縦の表示線は、現在の再生方向や速
度を表します。縦の表示線が中央から右方向にあれば
映像を正方向に再生し、左側にあると逆方向に再生し
ます。縦の表示線が中央から遠くなるほど再生速度が
速くなります。縦の表紙線をクリックし、ジョグシャトルをマ
ウスでドラッグすることで映像の再生速度を調節するこ
とができます。マウスボタンを離すと縦の表示線が中央
に戻り、映像再生が止まります。

3 ブックマーク
￼￼￼

•	 現在位置追加を選択すると、現在の再生位置をブックマ
ークに登録します。タイトルを選択して登録したブックマー
クの名前を入力します。

ブックマークは12件まで保存できます。

•	 ブックマーク設定ウィンドウで特定のブックマークを選択
し、登録された再生位置に移動することができます。

•	 ブックマークリストを選択し、 アイコンを選択してそのブ
ックマークを削除することができます。

4 カレンダー検索

特定の日付の映像をカレンダー検索で探すことができます。
録画された映像がある日付は水色で表示されます。日付を
選択すると、その日付のもっとも早い時間に録画された映
像が静止画の状態で表示されます。選択された日付は黒
い背景にオレンジ色で表示されます。

5 バックアップ
•	 ツータッチクリップコピー：任意の2つの位置を指定

して両位置間のデータをコピーすることができます。バッ
クアップ設定ウィンドウが表示されます。指定した2つの
位置の範囲が開始と終了時刻に自動設定されます。

•	 バックアップ：バックアップの設定ウィンドウが表示され
ます。開始と終了時刻をデータの最初や最後に決めるこ
とができます。

￼￼￼

•	 チャンネル：カメラの映像を保存するチャンネルを選択
することができます。

•	 パスワード：保存したビデオクリップを再生するとき、パ
スワードを使用するか否かを選択し使用する場合はパス
ワードを設定してください。
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• メディア選択：保存するメディアを選択することができ
ます。

• ファイル名：保存するファイルの名前を設定してくださ
い。最大63文字まで入力できます。

ファイル名には、\、/、:、;、*、?、!、“、<、>、|などの文字は使
用できません。

• JSS-Playerを含む：当該録画映像でJSS-Player
と共に、.exeファイルに保存して別途のJSS-Playerがな
くても映像を再生することができます。

• サイト名使用：バックアップのファイル名にサイト情報
を追加します。

バックアップのファイル名に場所情報を追加する場合、
場所情報に使用された\、/、:、;、*、?、!、“、<、>、|などの特
殊文字は_に代替されます。

開始を押すと指定した保存範囲のデータ量が計算されて
表示されます。容量を確認し、続けるを選択するとバックア
ップが始まります。バックアップが始まると、キャンセルを押
してバックアップを取り消すことができ、閉じるを押して画
面を消すことができます。閉じるを選択してもバックアップ
は続けられ、コピーが完了するとこれを確認するウィンドウが
表示されます。

• ワンタッチバックアップモードでは保存されるドライ
ブのメディア容量に合わせて保存範囲を自動的に設
定します。選択したメディアに空き容量が足りない場
合、空いている容量だけバックアップができます。

• NVRは実際のディスク容量と関係なく30GBと表示
し、バックアップのためのファイルサイズは30GB以下
に制限されます。

• 2GBを超える映像区間をバックアップする場合、システ
ムが2GB単位に分けて保存します。

• バックアップで作成したファイルは、WindowsのPC
で、すぐに再生することができます。再生方法に対する
詳しい説明はJSS遠隔監視システムの取扱説明書を
参照ください。

• USBフラッシュメモリはFAT32フォーマットのみに対応
します。

• USB HDDはFAT32フォーマットのプライマリ・パーテ
ィションのみに対応します。

USBバックアップの途中でUSBケーブルを取り外した
り、USBメディアの電源を切ったりしないでください。USB
バックアップ中にケーブルが抜けたりメディアの電源が切
れた場合、NVRシステムが誤作動を起こしたり、外付け
USBメディアのファイルシステムが損傷し再びバックアッ
プを試みたときバックアップができないというエラーメッセ
ージが表示されることがあります。このエラーメッセージを
表示させないためには、NVRを再起動する必要がありま
す。USBメディアのファイルシステムが損傷していた場合
は、NVRを再起動してバックアップを試みてもこのエラー
メッセージは消えずに表示されます。この場合はメディアを
もう一度フォーマットするか、復元プログラムを利用して損
傷したUSBメディアのファイルシステムを修正しなければ
なりません。

コンテキストメニュー
カメラ画面でマウスの右クリックでコンテキストメニューを実
行することができます。
• 拡大：映像を拡大することができます。
• グループ編集：グループ編集では、分割画面上でカメ

ラの位置が変更できます。

イベントログ検索
メニューで検索モード＞イベントログ検索を選択すると、
イベントログ検索ウィンドウが表示されます。

• 特定のイベントを選択すると、連動録画が行われるチャ
ンネルの選択された日付と時間に該当する映像が静止
画の状態で表示されます。画面の真ん中の再生ボタン
で映像を再生でき、画面上で連動カメラを変更すれば他
のカメラを再生することができます。

• イベントログの検索ウィンドウの上にある始めや終わり
の選択を解除し、検索する期間を直接変更することがで
きます。
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開始で始めを選択すると保存されたデータの中で、最初
の時刻に設定され、終了で終わりを選択すると保存され
たデータの中で最後の時刻に設定されます。

•	 開始または終了時間をユーザーが指定する場合には、
時間重複検査を選択/解除することができます。 

システム時間が変更されユーザーが指定した開始時間ま
たは終了時間が2つ以上ある場合、これらから1つを選ば
なければなりません。選択した開始と終了時間帯に発生
したイベントだけが検索されます。時間重複検査が選択
されていなければ、全ての開始と終了時間帯に発生した
イベントを検索します。

•	 緊急録画、録画エラー、ディスクフル警告、ディスク
エラー、ディスク温度、ディスクS.M.A.R.T. 、ディ
スク構成変更などのシステムイベントを検索するときイベ
ントフィルターを選択して選定することができます。

設置フィルター

•	 モーション：モーション感知を検索するカメラチャンネル
を選択します。

•	 映像信号なし：映像信号なしイベントを検索するカメラ
チャンネルを選択します。

•	 トリップゾーン：トリップゾーンイベントを検索するチャ
ンネルを選択します。

•	 タンパーリング：タンパーリングイベントを検索するチャ
ンネルを選択します。

•	 録画チャンネル：イベントを検索する録画チャンネルを
選択します。

•	 録画失敗：録画失敗イベントを検索するチャンネルを選
択します。

設定された録画チャンネルのうちで少なくとも1つの連動
録画が発生したイベントだけを検索します。どのカメラも選
択しなければ、連動録画カメラが1つもないイベントだけを
検索します。

重複した時間の映像検索
ユーザーがシステム時間を過去に戻して録画した場合、同
じ時間帯に1つ以上の録画映像が存在する時間重複現
象が発生する可能性があります。この場合、重複した時間
の録画映像は、セグメントを区分して検索する必要がありま
す。
例えば1時から5時までの録画映像が存在する場合、シス
テムユーザーがシステム時間を5時から3時に変更したあと
6時まで録画すると、3時から5時までの録画映像が2つ存
在することになります。このとき、3時から5時までの時間に
は2つのセグメントが発生します。

1:00 2:00 3:00 4:00 5:00

3:00 4:00 5:00 6:00

セグメント1

セグメント2

重複した時間の録画映像を検索するとき、特定の時刻また
は時間範囲を選択することができます。もし時間が重複し
た区間である3時から5時までの区間で日時指定検索など
の検索メニューを利用し、ある特定の検索時間を指定する
場合、例えば4時の録画映像を検索したいなら重複した2
つのセグメントの中からどのセグメントの4時であるかを選択
しなければなりません。

もし時間が重複した3時～5時の区間でイベントログ検索
を利用して検索時間範囲を指定する場合、例えば4時～5
時の間の録画映像を検索したいなら重複する2つの検索
開始と終了の時間の中から1つを選択しなければなりませ
ん。選択可能な検索範囲は下記のとおりです。
•	 セグメント1の4時～セグメント1の5時
•	 セグメント1の4時～セグメント2の5時
•	 セグメント2の4時～セグメント2の5時
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システムログの種類

システムスタート 緊急録画スタート

システム終了 緊急録画終了 

システム再起動 全ての録画データ削除

アップグレード成功 ディスク削除

アップグレード失敗 ディスクフォーマット

電源エラー ディスクフル

スケジュールオン ディスク構成変更

スケジュールオフ ディスク「番号」 ： 「シリアルナンバー」

時間変更 ディスク「番号」 ： 削除されました

標準時間帯変更 自動削除

タイムサーバー 検索開始

時間同期化失敗 検索終了

ディスクエラー バックアップスタート

ログイン バックアップ終了

ログアウト バックアップ取消

設定スタート バックアップ失敗

設定終了 バックアップユーザー

遠隔設定変更 バックアップスタート

遠隔設定失敗 バックアップ終了

設定読込 バックアップ映像再生時間

設定読込失敗 バックアップカメラ

設定保存 コールバック失敗

設定保存失敗 ファクトリーリセット

設定保存取消

第5章－付録
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エラーコードの種類

アップグレードエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明なエラー 301 遠隔ネットワークエラー

1 ファイルバージョンが合致しない 302 遠隔アップグレードの権限がない

2 OSバージョンが合致しない 303 遠隔アップグレードファイルの保存失敗

3 SWバージョンが合致しない 304 ユーザーが遠隔アップグレードをキャンセル

4 カーネルバージョンが合致しない 400 USBメモリでマウントエラー

100 メモリマウントエラー 401 USBメモリでファイルロードエラー

101 ファイルが見つからない 402 USBメモリでファイルコピーエラー

102 圧縮ファイルの解凍エラー 403 USBメモリが接続されていない

103 リロ（LILO）実行失敗 404 USBメモリ使用中

104 再起動失敗 405 サポートされないファイルシステム

105 正しくないファイル 500
バックアップ中であるためアップグレードできな
い

300 遠隔接続失敗

バックアップエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 原因不明なエラー 12 ディスクエラー発生

1 デバイスエラー 13 JSSプレイヤーの実行ファイルなし

2 デバイス接続失敗 14 JSSプレイヤーの実行ファイルオープン失敗

3 CDメディアなし 15 JSSプレイヤーの実行ファイル保存失敗

4 間違ったメディア 16 イメージ作成失敗

5 同じ名前のファイルがある 17 コピー失敗

6 残容量不足 18 コピー時間オーバー

7 臨時ファイル作成失敗 19 デバイス接続失敗

8 ディスクオープン失敗 20 デバイス使用中

9 ディスクフォーマット失敗 21 サポートされないファイルシステム

10 データベースが変更される 22 データ検証失敗

11 保存失敗 23 範囲に保存されたデータがありません。
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ネットワークエラーコード

番号 タイプ 番号 タイプ

0 エラーの原因が分からない 20 ユーザーによって接続がキャンセルされる

1 正常なログアウト 21 ネットワークデバイスホストの応答なし

2
全チャンネルで使用中のため接続が拒否され
る

22 ネットワーク上にノイズ信号が多い

3 間違った製品のバージョン情報 23 転送キューがいっぱい

4 間違ったユーザー名あるいはパスワード 24 間違ったOEM情報

5 管理者が接続を強制的に終了させる 25 検索権限なし

6 タイムアウト 26 ポートがすでに使用中

7 ネットワークデバイスが終了 27 SSL接続失敗

8 使用可能なポートがないため接続できない 28 ネットワークタイムアウト

9 サーバが作動していないため接続できない 29 ネットワークデバイスホストタイムアウト

11 ネットワーク使用不可 30
ネットワークデバイスホストがTCPによるRTPに
対応しない

12 ネットワークエリアが違うためアクセス不可 31 ソケットエラー発生

13 接続タイムアウト 100 不明なコーデック

14
ネットワークデバイスから強制的に接続が解除
される

101 JPEGコーデック（対応しない）

15 ネットワークデバイスホストが終了 103 MPEG4コーデック（対応しない）

16
ネットワークデバイスホストでルーティングでき
ない

400 サポートされない解像度

17 接続が中断される -1 正常な接続
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故障時の確認事項

不具合 確認事項

本体の電源が入りません。
•	 	電源コードの接続を確認してください。
•	 コンセントの電源を確認してください。

リアルタイム映像が映りません。

•	 カメラビデオケーブルとの接続を確認してください。
•	 モニタビデオケーブルとの接続を確認してください。
•	 カメラの電源を確認してください。
•	 カメラレンズの取り付け状態を確認してください。

NVRが録画中に止まりました。

•	 カメラのハードディスクがフルになっている可能性があります。録画された映像
を削除して録画エリアを確保してください。

•	 NVRを上書きモードに設定してください。詳しい内容は第3章 ー 設定 ー シス
テム設定 ー 一般を参照ください。

アイコンが画面に表示されていま
すが録画がされません。

プリイベント設定がされている場合、イベントが発生せず、録画されていない時には
（ ）アイコンと（ ）アイコンが表示されます。
イベントが発生して録画されるときは、 アイコンと アイコンが表示されます。
詳しい内容は第3章 ー 設定 ー 録画設定 ー スケジュールを参照ください。

システムアップグレードの途中に
NVRが再起動を繰り返し作業を完了
しません。

アップデートしているファイルのバージョンを確認してください。現在装置にインスト
ールされているバージョンより下のバージョンにアップアップグレードしている場合、
装置にあるファクトリーリセットスイッチを押してファクトリーリセットを先に行わなけ
ればなりません。ファクトリーリセットを使用する場合、ユーザーが保存したNVRの
すべての設定値が失われます。ファクトリーリセットに関する内容は第1章 ー 製
品紹介 ー 各部分の名称および機能 ー 後面パネルの接続 ー ファクトリーリ
セットを参照ください。
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製品の仕様
PF-RW104　本製品の仕様は、製品改良のため、事前予告なしに変更されることがあります。



アフターサービスについて
この製品は「保証書」を別途添付しております。所定事項の記入および記載内容をご確認いただき、大切に保管してください。

■ 保証について
正常な使用状態で、保証期間内に万一故障が生じ
た場合には、保証書記載内容により、お買い上げの
販売店（または工事店）が修理いたします。その他の
詳細は保証書をご覧ください。

●保証期間経過後の修理については、お買い上げの
販売店にご相談ください。修理によって機能が維持
できる場合は、お客様のご要望により有料修理いた
します。

●本製品が故障した場合、稼働していない時間に対す
る営業損失は補償対象外になります。

下記事項をお買い上げ販売店にご連絡ください。

① 故障の状況（できるだけくわしく）

② 品名と品番（5MP対応PoE給電方式 4ch
ネットワークビデオレコーダ【PF-RW104】）

③ お買い上げ年月日（保証書に記入）

④ 製造番号（保証書に記入）

⑤ お名前、おところ、電話番号

修理を依頼されるときは

■ 定期点検・保守について
特に監視用などでご使用の場合は、定期点検の実施をおすすめします。詳しくは、お買い上げ販売店（または工事
店）にご相談ください。

■ 万一故障が発生した場合はお買い上げの販売店にお申し出ください。
　 本製品は当社保証規定に基づいて保証させていただいております。

〒105-5111 東京都港区浜松町2-4-1
世界貿易センタービルディング南館 11階

株式会社 ジャパン・セキュリティシステム

www.js-sys.com/
本製品の仕様は製品の質を高めるために事前の予告なく変される場合
があります。

ご購入元メモ欄


